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点検商法 

 
点検商法の手口 

・電話や訪問で無料点検を口実に不安を煽る 

・「このままでは危ない」と不安を煽る 

・「今すぐ決めてくれれば特別価格で契約で

きる」とお得感を謳う 

・断り切れない状態にしておいて、不必要な

作業を行う、または行ったふりをする 

・名乗らない 

・見積を提示しない 

・帰ろうとしない、強引 

「いらいら」を生むものは 

 私たちは人それぞれに長所や短所を持っており、考え方や価値観も 

異なります。 

そんなお互いの関わりの中で、私たちは楽しさや安らぎを感じたり、

不愉快になったり、いらいらした気持ちを抱いたりします。 

これからの思いがどこから生まれるのかを考えたとき、私たちは原因

が相手にあると思いがちです。 

しかし、よく考えてみると、いらいらの原因は「相手を受け入れるこ

とができない自分自身のかたくなな思い」 から生まれているのではな

いでしょうか。心にゆとりを持って人と関わりたいものです。 

 

オウバイ 

恩恵 

 

八潮市の陥没事故と同時期から発生している水道管を掃

除する・点検するとうたう点検商法が小金井市で多発し

ているようです。 

2/25 の日テレ every.で水道管に関する点検商法の手

口の特集が放映されていました。 

言葉巧みに不安を煽るやり方をご紹介します。 

点検商法の対処法 

・高額な契約ほど、その場で契約せず家族に

相談する 

・保険の契約内容や必要書類を確認し、保険

会社に相談する 

・高額な契約は複数業者から見積をとる 

クーリング・オフ期間内であれば契約を解除

できる 

・断っても業者が帰らない場合、110 番通報

する 

・不安に思ったら、消費生活センターへ連絡

する 



 

世のため人のために働く喜び 

 

やはり創業の原点を忘れてはなりません。 

私が創業者に初めて会った時に、この人に

ついていこうと思ったのは、私利私欲では

なく、世のため人のためにこの商売をやっ

ているなと感じたからです。 

創業者は言いました。 

「世の中には貧乏な人のほうが多いんや。

そして貧乏な人が一生懸命働いてこの世の

中を支えている。その人たちに、お金のこ

とを気にせず腹いっぱい食べてもらいた

い。そう思って俺は王将をつくったんや」

と。いまの言葉で言えば、世のため人のた

めに食を通じて貢献していきたいと考えて

事業を営んでいたわけです。 

 

ですから社員には、仕事を通じて世のため

人のために貢献できることのありがたさを

自覚してほしい。 

それが働く喜びや誇りに繋がっていくこと

を伝えたいし、うちのお父さん、うちの主

人はそういう思いで働いているんだと、家

族に言ってもらえるような会社にしていき

たい。 

それがこれからの大きなテーマだと思って

います。 

 

 

 

 

 

前社長の大東隆行が凶弾に倒れるという、想像

を絶する事件を受けて経営のバトンを引き継ぎ

ました。 

あの時は正直、逃げ出したかったです。 

忘れもしません、あれは 2013 年 12 月 19 日で

した。 

私は当時常務で東日本担当でしたから、決算の

数字は知っていましたけど、会社全体のことを

十分把握していたわけではありませんでした。 

前日に大東社長に電話をしましてね、東京の西

新井に出したお店の状況と、翌日に北海道へ新

店の準備に行くことを報告したら、「よっし

ゃ、頼むで！」と。それが大東社長との最後の

会話でした。 

大東社長にはまやりたいことがまだたくさんあ

ったに違いないけれども、道半ばで志を断たれ

てしまった。 

私は創業者から薫陶を受け、大東社長からも数

えきれないほどご指導をいただいてきた。 

その大東社長がご自分の後継に私を考えていた

なら、やるしかないと。 

人生で初めて、本当の意味で覚悟を決めた瞬間

でした。 

 

私も突然の社長交代から十一年が経ってつくづ

く実感しているのは、社長というのは決して一

人ではできないということです。 

お客様、社員、株主様、お取引様をはじめ、 

多くの人に支えられてやっていけるのであっ

て、そのことへの感謝の気持ちを忘れてはなら

ないと肝に銘じています。 

そして創業者の思いを、その時々に合った形で

実現していけば、大きく間違えることはない

し、そこにこそ王将という会社の存在意義があ

ると思います。 

 

 

 

 

致知出版社 

 

渡邊 直人 王将フードサービス社長 

 



  

兄の友人から声をかけられて五坪のレストラン

バーを始めたのが 1979 年、26 歳の時でした。 

人生で初めて自ら決断して始めることですから、

恥ずかしくない結果を出そうと心に誓いまして、

決め事を三つつくったんです。 

一つ目は、三年間休まないこと。 

二つ目は、売上ゼロの日をつくらないこと。 

三つ目が、35 歳までに天職に就くことでした。 

この三つを守り抜くことで、自分自身との信頼

関係を築きたいと思ったんです。 

結果的に、三年間それを守り抜いて店を繁盛さ

せたところから、運命が開け始めたように思い

ます。 

そして、1985 年、33 歳時には、女性が集まるお

しゃれでかっこいいラーメン店という、それま

でにないコンセプトで一風堂を立ち上げまし

た。 

おかげさまでこれが大繁盛して、9 年後には各地

の有名ラーメン店と共に新横浜のラーメン博物館

にも出店を果たすことができました。 

 

 

 

 

 

自分自身との信頼関係 

 

それからは無我夢中でした。 

僕らが他人様と大きく違うところがあるとす

れば、現場に入った時の集中の度合いじゃな

いでしょうか。 

何を食べてもどこへ行っても、この食材を使

ったらこういうラーメンができるなと、何で

もラーメンに結び付けてしまうんです。 

それから、一風堂のラーメンは豚骨が中心で

すが、本当においしい豚骨スープをつくるに

は鶏のことも出汁のことも熟知していなけれ

ばなりませんし、清湯から白湯まで幅広く分

かっていないとおいしいものはできません。

どうすればもっとおいしくなるか、どうやっ

たら今までにないものを表現できるか、何を

している時も常にラーメンのことを考えてい

ます。 

 

ただ、自分で決めた 35 歳の時はまだ天職と思え

るまでには至っていませんでした。 

けれども、1997 年から 2000 年にかけて出場し

た TV チャンピオンという番組で、三連覇を果

たしたことが大きな転機になりました。 

あの感動は特別でした。 

その番組に初めて出場した時、僕は三日三晩か

けて北海道の松前地区限定の特性ラーメンをつ

くったんですけど、その時に地元婦人部の皆さ

んが大変力になって下さいましてね。 

優勝が決まった時にはその婦人部の皆さんをは

じめ、地元の方々が大喜びして下さったんで

す。あれには感動して涙が溢れてきました。 

その時に、自分はラーメンに生かされとるんや

という天啓のようなものが降りてきたんです。 

そして、これからはラーメン一筋に生きなけれ

ばならん。ラーメンこそ自分の天職なんだと 

肚の底から思えたんです。 

1996 年、44 歳の時でした。 

 

 

 

致知出版社 

 

河原 成美 力の源ホールディングス会長 

 



 

今日は私の結婚式。 

 

どうしても外せない急用ができ出席できなくなったと親友が慌てて連絡してきた。 

 

「ごめん、次は絶対に行くから！」 

ロータリークラブに所属して早 19 年が経ちま

した。次年度は国際ロータリー第 2770 地区の

財団部門委員会に出向いたします。 

一委員として、改めてロータリー財団の勉強を

したいと思います。 

ロータリー財団は、1917 年に当時のロータリー

会長のアーチ・クランフが「世界でよいことを

するための」基金を提案。このビジョン、そして

26 ドル 50 セントの最初の寄付が、全世界で多

くの人の人生を変える財団へと発展しました。 

その歴史や今までの様々な活動内容に触れ、少

しでも世界でよいことのできる一員になれるよ

う自分なりに精一杯頑張ってみます。 

「次は絶対」 

」 

https://kawaguchi-morning.jp/ 

 

https://saitama-kk.org/ 

 

https://www.chibahojin.jp/ 

 

https://www.moralogy.jp 

 
https://k-puro.co.jp/ 
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今月の良い話は、外食産業の雄、餃子の王将渡邊

社長とラーメン一風堂の河原会長の話を取り上

げました。やはり繁盛店には、しっかりとしたぶ

れない考え方の土台があることがわかりまし

た。世のため人のために食を通じて貢献していき

たいと渡邊社長は先代の強い思いを見事に引き継

がれています。 

また河原会長は、何をしている時も常にラーメンの

ことを考えていると決して妥協を許しません。 

お二人に共通している事は、お客様に心から喜ん

でいただきたいという強い気概です。 

弊社もお客様に喜んでいただける会社になれる

よう日々精進する次第です。 

https://kawaguchi-morning.jp/
https://saitama-kk.org/
https://www.chibahojin.jp/
https://www.moralogy.jp/
https://k-puro.co.jp/

